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65　　　　i㎏＿標識有機化合物合成のための中間体＿

1　lc一メタノールの大量合成

　　　　放医研

　　　　　○岩田　錬　井戸達雄　佐治英郎

　　　　　　鈴木和年　玉手和彦　吉川喜久夫

　　　　　　樫田義彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　炭素は生体構成元素の1つであるため、cで標識し

た有機化合物は核医学的診断への応用が期待される○
加えぞicはポジトロン放出核種であるため、断層像を

得ることが可能であり、その意味からも有用と思われ

　　　　　　11る。しかし、　Cは半減期が20分と短いため、その中間

体の大量合成、迅速な合成法の採用、このための合成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11の遠隔化及びオンライン化等が必要とされるo今回c

標識有機化合物合成の一環として、その中間体の1つ
　　　11であるCHs　OHdl）合成について検討したo

〔方法〕1　lcはサイクロトロンからのプロトン粒子（入

射エネルギ：9油v）を高純度の吐ガスに照射し、これ
を7000Cのαn反応管を通すことにより11CO2として得た0

11
　　　　11CO2からC　HsOH合成法は下記に示すとおりである0

11　　（1）

　　　　　　　　　　11　CO2－一一・一．：L　L　iA1（O　C｝砧：θ19㎎LiA1｝㌔ino5ml
　　　　　　　　　　　　　di・thylea・bit・1（・°C）
　　　　（2）
　　　　　　　1bH、・H　：②・・…arbit・・（i・・℃

’と・、とL…Ktの反応法については、…反応管から

の直接導入法と、シリカゲルトラ・プ←7R°C）で一端

吸着濃縮の後170°cに加熱してN2気流で追出しLiAlHa

へ導く方法を試みた。この反応の後、直ちにカルビト

ー ルを加えて100°Cに加熱し、生成しfZ’　ICHsoHをN2気

流でアセトン←7ROC）中に捕集した。得られだ1CH50H

は、ラジオガスクロマトグラフtの手法によりその確

認と純度の検定を行・た0
　　　　11L結果〕co2のLiAIHaへの導入法に関しては、ターゲ

・ト容器からの全量取出し時間と収率の点からシリカ

ゲルトラyブ法が優れていることがわかつた。この場
　　　　　　　　　　　　　11合、照射終了から15分以内でCH30Hの合成とアセトン

中への捕集を完了した。得られた生成物のラジオガス
　　　　　　　　　　　11クロ・・トグラム上には、CH50H以外の放射能ピークは
　　　　　　　　　11認められなか・た。CHs　OHの放射化学的収率は74％で

あつた0
　　　　　　　　　　　　　　　　11　現在この方法によりSOOrnCi近くのCHsOHを得ている

が、高圧ターゲ・ト（＞1鏑を用いてターグ・ト容
器からのibの取出し率を改善し、15Mev以一ヒの入射エ

ネルギで照射を行うことにより、AOOmCi以上（Di　ICHs－

OHの合成が期待されるoまた、電磁弁等を使用するこ

とによ・てこれら全合成操作を遠隔化し㍉10H30Hから
11
　　　　　　11CHsl及びH2COをオンラインで合成するシステムを

試作している。

66　　　　高純度▲231の製造および副生核種’25Xeの

臨床応用への可能性

　　　　放射線医学総合研究所

　　　　　Ol鈴木和年　井戸達雄　岩田　錬

　　　　　　吉川喜久夫　E手和彦　佐治英郎

　　　　　　力武知之　館野之男　樫田義彦

　演者らは前回の核医学会においてi271（P，5n）”3Xe
撫け31反応を利用しでnsI以外の放射線不純物を

含まない高純度nslの製造について報告したが、その

後、①製造．1二程の改良による収率の増加、②Xeトラッ

プの材質による生成n31の化学形に対する影響、θ副

生するi2sXe（’1｝　一．　1　7h　r，Er＝188243keV）の回

収とその臨床応用への可能性などについて検討した。

｜方法〕　照射条件は

表の如くである。前
回報告の製造工程のう

ち、ターゲット出口か

ら液体窒素冷却トラッ

プまでの間の配管経路

を、‘23Xeなどのテフ

入射粒子：プロトン

エネルギ範囲：6（〉－5（MeV

電流値：1～2μA
ターゲット：NaIペレット

厚さ：159／bl
キャリアガス：He，20　nte／min

　　　　　　　　　　　　　　　　　表

ロンチューブへの拡散損失を妨ぐため、SUS　316チュ

ー ブに変更した。更に照射終了後、ターゲットを蒸留

水で溶解した後、生成L23Xeをキャリアスと共に取出

す方法を試みた。また生成した’2sXe，’25Xeを捕集す

るのに液体窒素で冷却した銅チューブ，ガラス，リン酸・

次亜リン酸をコーティングしたガラスなどのトラップ

を使用した。照射終了後6～7時間経過した後、トラ

ップを液体窒素から出して未崩壊のn’Xe，nsXeをHe

ガスと共に追い出した後、蒸留水で生成，2sIを洗い出

す。この時の’2slの化学形を高速液体クPマドグラフ

を用いて調べた。また12°Xeをゴム製のフアントムに入

れ、r一カメラで画質を検討した。

・結果〕　製造」：程の改良により1231の収率は58mCi

／μA・hrに増加した。これは前回報告の値の約14倍に

相当する。これはターゲットのNa工結晶中で生成した
」2’ Xeのうち、キャリアガスのみでは出てこなかった
123 XeがNa　l結晶の溶解により出やすくなったためで

ある。ガラスをトラップとして使用した場合、使用回

数と共に1231一の生成割合が減少した。例えば新しいト

ラップの場合231一は85％であったのに対し、古いト

ラップでは26％であった。このトラップの内面をリン

酸，次亜リン酸でコーティングした場合、　’23　1”の割合

はそれぞれ54％，67％に増加した、、銅トラップの場合

には90％まで増加した，占いガラストラップを使用し

た場合でも002】V．　－NaOHを溶出液として用い、　QIN－

Na、S，（Xを少量加えることにより、［231一は95％に増加

した。125Xeは、この照射条件では励起関数の最適エネ

ルギ領域を外れているにもかかわらす84〃£iメA，hrの収

率で得醐γ一カノラで十分臨床応用が可能な画像力縛られた、
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